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法政大学出版局　2017年7月上旬重版出来　定価3240円（本体3000円＋税） 四六判上製・280頁
 クリスチャン・ヨプケ 著／伊藤 豊・長谷川 一年・竹島 博之 訳 《サピエンティア 40》

ヴェール論争 リベラリズムの試練 ISBN978-4-588-60340-2 C3331

ヨーロッパ社会とイスラム移民の政治的・社会的な軋轢が増えている。本書はムスリム女性のヴェールを容認する
イギリス、法律で禁止したフランス、キリスト教国家を前面に押し出すドイツの移民政策や受容と排除の問題を示
す。著者はヴェールをアイデンティティを映す鏡ととらえ、自分とは何者かを直視し、どのような社会を持ちたいの
か再考しなければならないと訴える。　 　　　　　　　【現代思想・国際情勢】

☆関連書：C.ヨプケ『軽いシティズンシップ』（岩波書店）、J.W.スコット『ヴェールの政治学』（みすず書房）ほか。
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法政大学出版局　2017年7月下旬配本　定価2808円（本体2600円＋税） A5判並製・248頁
本田 宏 著 

参加と交渉の政治学 ドイツが脱原発を決めるまで ISBN978-4-588-62537-4 C1031

★★ 福島第一原発事故からまもなく、ドイツは原発の段階的廃止を決めた。いったん確立した原子力産業から撤退を
決意するまでの政治過程をたどりながら、ドイツの民主政治の特徴を明らかにする。労働組合、環境団体、緑の党、
メディアなどの組織や市民の活動は、連邦や州の政治にいかなる影響を与え、その結論を導いたのだろうか。　　
小熊英二氏推薦！ 【環境政策・政治過程論】

☆関連書：『脱原発の比較政治学』、『持続可能なエネルギー社会へ』（いずれも小局刊）。

法政大学出版局　2017年8月上旬配本　定価7020円（本体6500円＋税） 四六判上製・580頁
ヘンリー・E. アリソン 著／城戸 淳 訳 《叢書・ウニベルシタス1060》

カントの自由論  ISBN978-4-588-01060-6 C1310

現代の英米圏を代表する哲学史家の一人であり、この四半世紀で世界的に最も高く評価されてきたカント研究者
であるアリソンの主著にして、初の邦訳。自由と道徳的意志の根拠をめぐる、近年の発展著しい議論の蓄積を踏ま
えつつ、カントの超越論的観念論にもとづく倫理学の核心部ならびに全体像を網羅的・体系的に示した第一線の
研究書。日本語の土壌を新たな思想的文脈へと開く画期的な全訳！ 【哲学・思想】

☆関連書：R. J.バーンスタイン『根源悪の系譜』、S.ダーウォル『二人称的観点の倫理学』（いずれも小局刊）。

法政大学出版局　2017年7月下旬配本　定価4320円（本体4000円＋税） A5判上製・288頁
小澤 京子 著 

ユートピア都市の書法 クロード ＝ ニコラ・ルドゥの建築思想 ISBN978-4-588-78609-9 C1070

『都市の解剖学：建築／身体の剝離・斬首・腐爛』（ありな書房）で鮮烈なデビューを飾った気鋭の第二弾。世界遺
産「アルケ＝スナンの王立製塩所」や幻視的な建築案で知られるルドゥ。都市構想と性愛、サド、性的建築と身体
管理、書物としての理想都市、世界創造と建築の起源―様 な々特異性をもつ「呪われた建築家」とともに、時代
の認識と欲望のあり方を炙り出す。 【芸術・建築】

☆関連書：小澤京子『都市の解剖学』（ありな書房）、ディディ＝ユベルマン『イメージの前で』（小局刊）。

大好評につき
重版決定 !!


